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Innovation, Strategy,
and Leadership for 
Japanese Managers









期間:

日程:

場所:

費用:

参加要件:

オンラインでの応募:

お問い合わせ先:

一週間

2010年6月13日（日）～18日（金）

MITスローン経営大学院 キャンパス
米国マサチューセッツ州ケンブリッジ

9,600 米ドル
（授業料および教材費を含む）

英語と日本語の理解、会話、および読解能力が充分であること

http://mitsloan.mit.edu/execed/application.php

日本 : サイコム・ブレインズ株式会社
メール : mitisl@cicombrains.com
TEL : +81-3-5294-5572（対応：日本語・英語）

米国 : MITスローン エグゼクティブエデュケーション部門
メール : sloanexeced@mit.edu 
TEL : +1（617） 253-7166 （対応：英語）

素晴らしい！

このプログラムで非常に多くを学ぶことができました。
“素晴らしいプログラム”としか言いようがありません。

川井　昭彦
シトリックス・システムズ・ジャパン株式会社
リニューアルセールス部　統括部長

プログラム概要

http://mitsloan.mit.edu/execed

To view this brochure in English, please visit HTTP://MITSLOAN.MIT.EDU/ISL



マイケル・クスマノ教授はスローン・マネジメント・レビュー記念講座
教授でエンジニアリング・システムの教授を務めており、当プログラムの共

同創設者でありディレクターです。クスマノ教授の専門はコンピューター

ソフトウェア業界や自動車、家電業界におけるストラテジー、製品開発と

アントレプレナーシップです。同教授はストラテジック・マネジメント、

テクノロジカル・イノベーション、アントレプレナーシップ、およびソフト

ウェア・ビジネスのコースを担当します。日本で7年間働いた経験が

あり、日本語に堪能です。2度にわたるフルブライト奨学生、また日本

財団奨学生として東京大学に学びました。一橋大学、東京大学、

スイスのセント・ガレン大学、またメリーランド大学コンピューター・

サイエンス学部の客員教授でもあります。同教授の8冊の著書のうち

6冊は日本語に翻訳されています。

デボラ・アンコナ教授はMITリーダーシップセンターのファカルティー・
ディレクターであり、セレイ記念講座教授でもあります。アンコナ教授は

コア・リーダーシップ能力の検証に関する研究を専門に行っています。

同教授はリーダーシップのコースやワークショップ、また３６０度人事

考査などの設計と開発に従事しています。MITスローン経営大学院の他

の研究者と共同で、「チェンジ・シグナチャー」と呼ばれる独自のリーダー

シップ検証方法を開発、リーダーが変革を起こす方法や、組織の構造

変革に大きく貢献したリーダーの研究に取り組んでいます。

ケン・モース教授はMITアントレプレナーシップセンターのマネージング・
ディレクターで、当プログラムのシニア・レクチャラーです。エキスパート

システムの3Com、バイオ企業のアスペン・テクノロジーといった、数々の

ハイテクベンチャーの起業で中心的役割を果たしました。同教授の

打率は8割3分、つまり彼の関わったベンチャーのうち1社は失敗に

終わったものの、５社は株式公開されるか他社に買収されています。

ヨゼフ（ヨッシー）・シェフィ教授は生活および環境工学を専門とし、MIT
センター・フォー・トランスポーテーション・アンド・ロジスティックスの

ディレクターであり、エンジニアリング・システムズディビジョンのヘッド

でもあります。シェフィ教授は交通ネットワーク分析、システム最適化、

物流、サプライ・チェーン・マネジメント、および電子商取引の専門家で

あり、これらの科目をMITで教え、研究しています。シェフィ教授は多くの

学術論文や交通ネットワークの最適化に関する書籍を執筆しています。 

フェルナンド・スアレズ教授は当プログラムのゲストレクチャラーで、
ボストン大学の准教授でもあり、イノベーションとテクノロジー戦略、

デザイン・スタンダード、ITと企業業績の関係、そして企業の柔軟性を専門

にしています。MITスローンスクールでPhDを取得し、ロンドン・ビジネス・

スクール、MITスローンスクール経営大学院、そしてチリのアドルフォ・

イバネズ大学でこれまで教鞭をとっています。

ジェームス・アッターバック教授はデビッド・マックグラス・ジュニア記念
講座のマネジメントとイノベーション教授を務めており、当プログラムの

共同創設者でありディレクターです。インディアナ大学、ハーバード経営

大学院、チャルマーズ大学、そしてMITでファカルティーを務めた経験を

持っています。1983年から1988年にかけて、同教授はMITのインダスト

リアル・リエゾン・プログラムのディレクターを務めました。研究の中心は

米国および多国籍企業におけるテクノロジーのイノベーションプロセス

です。アッターバック教授は、製品とプロセス開発マネジメント、製造

プロセスの変化に影響を与える経済やその他要因、調査・開発・エン

ジニアリング・製造部門の相互交流、新製品開発の製造への移行など

の講座を担当します。同教授はMITのMOT（マネジメント・オブ・テクノ

ロジー）プログラムの創立ファカルティーの一員であり、元プログラム・

チェアーでもあります。

ジョン・ヴァン・マーネン教授はアーウィン・H・シェル記念講座組織論
教授であり、組織行動と理論分野の専門家として、警察や教育機関から

私企業まで幅広い組織の記録を残す組織誌学者でもあります。また

北米、ヨーロッパ、アジアでBP、IBM、MBW、シーメンス、IRS（米国

国税庁）、ラファージュ、ウォーバーグ・デュロンリード、シンガポール

国立工科大学など多数の私的、公的組織と共同研究を行っています。

ヘンリー・ウェイル教授は当プログラムのシニア・レクチャラーであり、
テクノロジー関連のサービス企業の競争に関する研究、特に経営ポリ

シー、技術開発、業界環境、規制が企業の競争力や市場行動に与える

影響を研究しています。同教授は、造船、航空、防衛エレクトロニクス、

ITそしてエネルギー業界の複雑なデザインや建築プロジェクト、また

訴訟問題の解決にシステムダイナミックス・コンピューターシミュレー

ションモデルを先駆けて活用しました。様々な業種におけるコモディ

ティー化、イノベーション、そしてバリューチェーン・ダイナミクスを

専門に研究しています。

エズラ・ズッカーマン教授はナンヤン工科大学の准教授であり、社会
経済学プログラムの共同ディレクターでもあります。ズッカーマン氏は

ソーシャル・ネットワーク分析を専門とする社会経済学者です。同教授

は様々な社会構造がどのように出現し、それが個人やチームや組織の

行動や業績にどう影響しているかを研究しています。ズッカーマン氏の

現在の研究プロジェクトは、業種内の同業者間のネットワーキングです。

これは同業種でも競合関係にない限られた数の同業者が定期的に

集まり情報交換を行ない、お互いを励まし合うことで高いパフォー

マンスを達成しようとするプロジェクトです。

教授陣 
以下の教授陣がMIT-ISLプログラムの教鞭を取る予定です。

Phone: +1 617-253-7166
Fax: +1 617-253-6773
email: sloanexeced@mit.edu
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Massachusetts Institute of Technology
MITSloan School of Management

マサチューセッツ工科大学
MITスローン経営大学院

Office of Executive Education
238 Main Street, E48-501
Cambridge, MA02142-1046
U.S.

http://mitsloan.mit.edu/execed




